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〔研究活動および成果報告〕 
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地域農業工学科の教育・研究目標のひとつに「自然と調和した

豊かで美しい国土・農村空間の創出」があります。農村環境保全・

防災学分野では，安全・安心で快適な農村地域環境の創造のた

めに整備を行った地域環境（農地，道路，宅地，施設等）の保全

と自然環境下での防災に関する教育・研究を担っています。 
農地や農村を支えている地盤の高精度な評価のため，特に強

度と透水性の特性評価に関して，孔隙径分布（すき間の大きさの

分布）に着目して研究活動を行っています 1)。強度と透水性を直

接的に評価するには，地表や地中から土・岩の試料を採取するた

め，時間と費用を要します。地盤調査では，物理探査・検層技術

によって地盤の構造や状態から種々の地盤定数を間接的に求め

ることができるようになってきていますが，その適用範囲や限界を

より明確にすることが重要です。本研究では，ベレア砂岩とガラス

ベーズ焼結体について，一軸圧縮強さと透水性との関係を明らか

にすると共に，核磁気共鳴法による孔隙径分布特性評価 2)を活

用した強度と透水性の推定に関する検討を行いました。ベレア砂

岩は，想定される浸透率が異なり，かつ葉理面角度が 3 種類とな

るよう切り出し・研削を行って準備し，一軸圧縮試験，透水性評価

実験，孔隙径分布評価実験および X 線 CT 分析を行いました。

Fig. 1 は，一軸圧縮試験と破壊後のべレア砂岩（葉理面角度 45
度）の状況です。一軸圧縮強さ（kN）と透水性（m2）はベレア砂岩

供試体で良好な関係が見出されました。葉理面角度の増加によ

る孔隙径分布の細孔化傾向は透水性の低いベレア砂岩で見られ

ました。Fig. 2 は，異なる葉理面角度のベレア砂岩 50mD の X 線

CT 画像で，葉理面角度を捉える結果となりました。今後，X 線 CT

画像の数値実験による解析研究 3)を応用・適用して，一軸圧縮強

さと透水性の発現メカニズムに関する考察・解釈を進めることを検

討しています。謝辞：本研究活動は，2019 年度 JKA 補助事業

（2019M-139）により実施しました。概要の広報資料は研究室 HP
（https://chatannakamura.jp/labo/）にて公開しています。 
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